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トライアルの意味 

• 医学部では、トライアルでの正答率をその問
題の難易度にし、個々の受験生への出題に
際しては、難易を織り交ぜ総じて同じ難易度
になるように設定している。 

• vetCBT試験の場合も、作成した問題の難易
度を知る必要がある！ 

• トライアルを経て、本番用CBT試験用の問題
が蓄積されることになる。 
 



トライアルの流れ 

各大学へ問題作成依頼 

問題の精選 
（ﾄﾗｲｱﾙ用の3500問の決定） 

第1回トライアル実施 

採点（各項目のﾊﾟﾗﾒｰﾀの推定） 

プール用問題の決定 
（2400問） 

各大学へ問題作成依頼 

問題の精選 
（ﾄﾗｲｱﾙ用の新規1000問の決定） 

第2～4回トライアル実施 
（プール問題＋新規1000問） 

採点（各項目のﾊﾟﾗﾒｰﾀの推定） 

プール用問題の決定 
（数千問） 

2012～2013年度 2014～2016年度 



本試験の流れ 

プール問題 

各大学へ問題作成依頼 

問題の精選（新規1000問の決定） 

CBTの実施（プール問題＋新規1000問） 

採点（学生の能力θと各項目のﾊﾟﾗﾒｰﾀの推定） 

各大学への成績返却 

2016年度以降 



項目反応理論を用いた 
共用試験CBT 

東大 杉浦勝明教授 
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項目反応理論を使うことにより 

1. 各項目（問題）の難易度、識別度
がわかる 

2. 受験生の能力を問題の難易度を
考慮し、正確に判定できる 



項目の特性曲線 
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ｂ：項目難易度 

a：項目識別力 

（上の曲線はa=1.2  b=0の場合） 



難しすぎて不適切な項目 
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（上の曲線はa=1.2  b=3.5の場合） 



優しすぎて不適切な項目 
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識別度が低くて不適切な項目 
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能力の低い人ができて、 
能力の高い人ができない項目 
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トライアル実施小委員会 

• 構成 
• 髙井（北里大）山下（酪農大）遠藤（酪農大）望月（東大）

鷲巣（日獣大） 
• 16大学IT環境整備を担当する教員各2名（依頼予定） 

 
• 目標 
１．共用試験トライアルを平成25年度から実施する 
２．各大学のCBT試験環境を調査する 
３．各大学のOSCE試験環境を調査する 
４．各大学のトライアル実施体制と実施環境を整備する 



トライアル前の課題 

ＰＣ環境の検討 
 
CBT：ツールの確定 
• タブレットPC 
• PC 

 
 



実施環境の選択 
専用PC室を用いる
方法 

ノート型PCを用いる
方法 

タブレット型PCを用
いる方法 

インターネット接
続の方法  

試験室内 有線または無線 有線または無線 無線 

試 験 室
-サーバー 

大学LAN→CBTサー

バー 

大学LAN→CBTサー
バーまたは 
民 間 回 線 → CBT
サーバー 

大学LAN→CBTサー
バーまたは 
民 間 回 線 →CBT
サーバー 

システム開発の
難度 

容易(ただし大学ごとの

状況を取り込む場合難度
大) 

容易(ただし大学ごとの

状況を取り込む場合難度
大) 

中程度 

個人端末の持ち
込み  － 

可(ただし、独自プログラ

ムによる試験問題漏洩に
対抗する必要) 

可(試験ソフトの稼働試験
が必要) 

セキュリティー構
築の難度 

難度高 難度高 比較的容易 

端末の安定性
（持ち込みの場
合） 

大学によって異なる 

OSの安定性、バー

ジョン、ウイルス感
染の可能性などの
チェックが必要 

ノートPCに比べると
安定 
iPad ならウイルス

チェックは不要 



実施環境の選択  
専用PC室を用いる
方法 

ノート型PCを用い
る方法 

タブレット型PCを用いる方
法 

CBTシステムバー
ジョンアップの
必要性 

試験実施大学の情報シス
テムの改変ごとに必要 

OSまたはブラウザの
バージョンアップごと
に必要 

携帯端末のOSバージョン

アップおよび新製品発売ご
とに必要 

端末装
置 

5～20万円／台 
ただし、すでに施設を持
つ大学は問題ないが、新
たに設置するには多額の
経費がかかる。 

5～10万円／台 
端末の保管場所につい
て大学ごとに問題が生
じやすい 

4万円／台 
端末の保管場所に問題が起きる
ことはノートパソコンと共通す
るが、貸出で活用できる可能性
はノートパソコンよりも高い 

システム開発の難
度 

LAN 接
続  

無線の場合50回線同時接
続で4～20万円程度 
有線の場合は数10～100
万円 

無線の場合50回線同時接続
で4～20万円程度 

電源 － 交流電源を人数分設置
（数10～100万円） 

単三電池を用いる携帯充電器 
1000円／台 

現状 現時点で、人数分のPC
を備えた部屋を持つ大学
は限られている？ 

すでに大多数の学生は
所持しているが当日PC
を持参する割合は半数? 

保有率7%程度(近畿大学調べ)、
教育活用コンテンツを提供する
ことにより4年後はかなり普及し
ている。 

副次・波及効果 なし なし 教育上の診療情報共有。教育用
コンテンツのペーパーレス化、
電子教科書および双方向授業な
どの教育上の効果が期待される 



低コスト・高安定の実施形式の提案 

• 受験者端末→タブレット
(iPad/Android) 

• 試験ソフトはタブレット上で稼働する
アプリケーション(電池の消費を抑制
→6時間安定した試験実施) 

• ネット上のサーバーから、受験前に
ダブレットに問題配信 

• 試験中には、サーバーとタブレット
のやり取りは無い 

• 試験後に、試験問題を消去すること
によりセキュリティ確保 
 

出題サーバー 
 

ルータ 

ネット上の
サーバ 
↓ 
集中管理 

無線アクセスポイント 

大学 
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学生のタブレットも活用できる試験方法 
• 試験前日から受験用タブレットを預かる 
• 試験前に会場で問題受信 
• 試験中は試験アプリケーション以外は起

動できないように設定 
• 試験中には成績をタブレット内に保持 
• 試験後にサーバーに成績送信 
• サーバーから成績受信確認コード送信 
• 成績受信確認コードを受信したタブレット

は問題を消去 
• 問題を消去したタブレットには明確にわ

かる図形を表示(例えばバーコードが表示され、
監督教員がバーコードの読み取り後退室を許可する
などの方法が可能) 



タブレットの普及を推進することによる教
育上の波及効果 

• 双方向教育の推進 
– 講義中の小テスト。 
– プリントや課題のペーパーレ
ス化。 

• 大学の情報センター化 
– 電子カルテの利用で診
療・疾病情報の集約が
可能に 

 

岐阜大学が統括している予算で開発中
のiPad利用電子カルテ 

『電子書籍を活
用した教育スタイ
ル創造研究会』 



CBT試験の様子（武庫川薬科、神戸、宮崎、東北） 



タブレットＰＣだと・・ 



PC環境の選定が決まれば 

• CBT試験出題のシステム開発 
• 各大学における準備 



医学部 第１回CBTトライアル 
（平成14年1月～平成14年5月） 

• 80大学から5肢択一9,919設問提出 → 
2,791設問採択（28.1%）  
 

• 試験実施後の問題評価により、2,305設問を
プール候補として蓄積 
 



医学部 第２回CBTトライアル 
（平成14年12月～平成15年5月） 

• 80大学から5肢択一9,322設問提出 → 
3,723設問採択（40.0%）  
 

• 試験実施後の問題評価により、2,908設問を
プール候補として蓄積 
 



医学部 第３回CBTトライアル 
（平成15年12月～平成16年3月） 

• 80大学から5肢択一問題7,108設問提出 → 
3,803設問採択（53.5%） 
 

• 試験実施後の問題評価により、3,875設問を
プール候補として蓄積 
 



トライアルによる評価 

 



トライアルでの遵守事項 
• 試験問題のメモやコピーをとらないこと 
• 仮に試験問題を知る機会があっても、その内容
を他人に公開しないこと 

• トライアルに協力してくれた学生諸君の成績
データを厳格に管理すること 

• 学生の成績は、当該学生以外には決して公開し
ないこと 

• 「薬学共用試験センター」によって運用される薬
学共用試験は、参加各大学が共同して自主的
に運営・実施する試験であり、日本の薬学教育
の充実・発展に資する目的で実施されます。 



トライアルでの遵守事項 その２ 

• したがって、【遵守事項】に反した行為があった
り、あるいは以下の項目のいずれかに該当す
ると「薬学共用試験センター」が認めた大学に
ついては、薬学共用試験への参加に関して慎
重な検討を行うことといたします。 

◎ 薬学共用試験の信用を低下させるおそれのある大学 
◎ 薬学共用試験の適正な運用を妨げるおそれのある大学 
◎ その他、「薬学共用試験センター」が不適当であると認め
た大学 



本格実施までのスケジュール 
• 平成24年 
•  6月5日 
•   〜7月14日  CBT問題募集（→7720題） 
•  9月中 CBT問題精選システム説明会（各大学）＝共用試験説明も兼ねる 
•  第1回説明会（東京近郊大学）：問題内容検討部会正副責任者参加 
•    →第2回〜各大学での説明会 
•          （当該大学所属責任者＋他大学責任者1名による説明） 
•          （＋共用試験委員会委員） 
•  10月〜11月 CBT問題精選作業 
•  問題出題及び検証システム確立 
•   
• 平成25年度 
•  前期 第2回CBT問題募集 
•  〜前期末 第2回CBT問題精選作業 
•  後期 第1回CBTトライアル試験（対象5年生、数校希望者） 

 



本格実施までのスケジュール 
• 平成26年度 
•  前期 第3回CBT問題募集 
•  〜前期末 第3回CBT問題精選作業 
•  2月 第2回CBTトライアル試験（対象5年生、参加表明全校・希望者） 
•   第1回OSCEトライアル試験（対象5年生、数校希望者） 
•   
• 平成27年度（本格実施と同じスケジュール） 
•  前期 第4回vetCBT問題募集 
•  〜前期末 第4回vetCBT問題精選作業 
•  〜12月 vetCBT出題問題の検討 
•  2月 第3回CBTトライアル試験（対象５年生、参加表明全校・希望者） 
•  第2 回OSCEトライアル試験（対象5年生、参加表明全校希望者） 
•   
• 平成28年度（本格実施） 
•  前期 第5回vetCBT問題募集 
•  〜前期末 第5回vetCBT問題精選作業 
•  第3回vetCBTトライアル試験結果の検証 
•  〜12月 出題問題の検討 
•  2月 第１回共用試験（対象4年生、参加表明校・全員） 
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